
令和６年度　入学試験問題



－ 1－

１　次の問いに答えなさい。

⑴　－２２＋６÷２ を計算すると， 1   2   である。

⑵　
２
３（x－２）－

１
４（x＋１） を計算すると，

3 x－ 4   5

6   7
  である。

⑶　 ４５－２ ５＋
１０
５   を計算すると， 8   9   である。

⑷　２０.２５２－１０.２５２ を計算すると， 10   11   12   である。

⑸　二次方程式（x＋２）２＋４（x＋２）－５＝０ の２つの解の和は， 13   14   である。

⑹　２≦  n  ＜３ を満たす自然数 n  は   15   個ある。

⑺　連立方程式  
x－３y ＝－１
２x－７y ＝－５

  を解くと，x＝ 16  ，y＝ 17   である。

⑻　a ＞０ とする。関数 y＝
a
x  について，x  の変域が １≦ x ≦４ のときの y  の変域は

　　b ≦ y ≦２ である。

　　このとき，a＝ 18  ，b＝
19

20
  である。

⑼　大小２つのさいころを同時に投げるとき，２つのさいころの出た目の和を p  とする。

　　 p  の値が整数となる確率は，
21

22   23
  である。

⑽　右の図は円錐の投影図である。

　　この円錐の体積は， 24   25  π  cm３ である。

　　ただし，πは円周率である。
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－ 2－

＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。



－ 3－

２　右の図は，１５人の生徒の通学時間をヒストグラムに表したものである。
　　次の問いに答えなさい。

⑴　１５人の生徒の通学時間の平均値は， 26   27   分である。

⑵　このデータの箱ひげ図として適当なものは， 28   である。

　　 28   は，次の選択肢から選びなさい。

３　さくらさんは，Ａ地点からＢ地点に向かって分速６０ｍの速さで１０分間歩き，Ｂ地点で 5分間休憩した。
　　その後，Ｂ地点からＣ地点に向かって分速１００ｍの速さで走った。

　　このとき，時間 x と距離 y のグラフとして適当なものは， 29   である。

　　また，時間 x と速さ y のグラフとして適当なものは， 30   である。

　　 29   と   30   は，次の選択肢から選びなさい。
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－ 4－

＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。



－ 5－

４　右の図のように，関数 y＝
１
２ x ２ のグラフ上に x 座標が－２の点Ａと x 座標が６の点Ｂをとる。

　　このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　２点Ａ，Ｂを通る直線の式は，

　　y＝ 31 x＋ 32   である。

⑵　直線ＡＢ上に点Ｐをとる。
　　△ＯＡＰと△ＯＢＰの面積が等しいとき，

　　点Ｐの座標は，（  33 ， 34   35  ）である。

５　右の図のように，円Ｏの円周上に５つの点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅがあり，
　　ＡＣとＢＤは円Ｏの直径である。

　　∠ＡＥＤ＝１３０°のとき，∠x＝ 36   37  ° である。
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－ 6－

＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。



－ 7－

６　右の図において，△ＡＢＣと△ＢＤＥは１辺の長さが３cmの正三角形である。
　　ＡＦ＝１cmのとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△ＡＢＨと△ＣＦＢが相似であることを次のように証明したい。

　　以下の   38 ， 41 ， 42   に当てはまるものを下の選択肢から
　　選びなさい。同じものを何度選んでもかまいません。

　　 39   40   には，当てはまる数字を答えなさい。

　　　証明
　　　　　△ＡＢＨと△ＣＦＢで

　　　　　　∠ＢＡＨ＝∠  38 ＝ 39   40  °　……①

　　　　　　∠ＡＢＨ＝∠  41 ＋∠ＤＢＥ＝∠  41 ＋ 39   40  °

　　　　　　∠ＣＦＢ＝∠  42 ＋∠ＢＡＣ＝∠  42 ＋ 39   40  °  だから
　　　　　　∠ＡＢＨ＝∠ＣＦＢ　……②
　　　　　　①，②より，２組の角がそれぞれ等しいので，△ＡＢＨ∽△ＣＦＢ　である。

　　　 0　ＦＣＢ　　　　　　　 1　ＣＦＢ　　　　　　　 2　ＦＢＣ
　　　 3　ＤＧＦ　　　　　　　 4　ＡＢＨ　　　　　　　 5　ＢＨＡ
　　　 6　ＡＢＦ　　　　　　　 7　ＧＤＨ　　　　　　　 8　ＡＦＢ

⑵　ＣＨの長さは，
43

44
cmである。

７　右の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの
　　辺ＡＤ，ＣＤの中点をそれぞれＥ，Ｆとする。
　　このとき，△ＡＢＥと△ＡＣＦの面積の比を
　　最も簡単な整数の比で表すと，

　　 45  ： 46   である。
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－ 8－

＜計算欄＞

※ 次のページにも問題があります。



－ 9－

８　右の図は，半径１cm，中心角９０°のおうぎ形と半径２cm，中心角９０°のおうぎ形である。
　　色のついた部分を直線ℓを回転の軸として１回転させてできる立体について，
　　次の問いに答えなさい。
　　ただし，円周率はπとする。

⑴　この立体の体積は，
47   48

49
 π  cm３ である。

⑵　この立体の表面積は， 50   51  π  cm２ である。 １cm

ℓ

２cm






